
新型コロナウイルス感染症対策に関する提言書 

 

 小値賀町議会においては、４月１６日、今般の新型コロナウィルス感染症対策に対する町の

積極的な取り組みを支援する目的で「小値賀町議会新型コロナウィルス感染症対策会議」を

設置した。また、町民の声を聴取した議員の意見を集約し、感染症水際対策としての要望書を、

４月９日、町長に提出したところである。 

 この度、さらに追加対策として、急を要する経済対策等について取りまとめたので、 

下記のとおり提言する。 

 

記 

提言内容 

 

１．経済対策について 

(１)飲食業・宿泊業及び観光業者に対し、速やかに経営状況も含めた現状把握を行うこと。

また、農業者・漁業者については、各協同組合において現状についての調査を行い、どの

ような影響が出ているのか、今後、どのような影響が見込まれるのかを把握すること。 
 
（２）漁業・農業・商工業など、（１）の結果を踏まえ、援助を必要とする事業者を法人組織、

個人事業者に分け、それぞれ 30万円、10万円を損失補償または減収補償として支給

することを、スピード感をもって実行に移すこと。 
 
（３）飲食業においては、家庭への弁当の販売、料理のテイクアウト・デリバリーサービスの

強化等、島内消費の促進及びeコマース等の支援を行うこと。 
 
（４）新型コロナウィルス感染症で影響を受けた事業所または個人事業者で、町内の各種

貸付制度を利用するものについては、その利息分について補助を行うこと。 
 
（５）コロナ対策費として町民全員に「おっとん券」１万円分を支給すること。 

これにより、町内の消費意欲を促すことにつなげるものとする。 
 
２．感染防止対策について 

(１)消毒液を染み込ませた布等を踏み込むなど、小値賀港に入港するフェリー・高速船より

下船の際、靴底の消毒を行うこと。また、人の出入りの多い役場庁舎への来庁時も同様

の対策を行うこと。 
 
(２)関東・関西・福岡・長崎の各小値賀会へ、ゴールデンウィーク中における町外からの帰

省・来島などについて自粛のお願いを行うこと。 
 
３．その他 

(１)新型コロナウィルス感染症の終息が長引いた場合の対応も含め、町議会と行政が常に

連携した対応が図れるよう、最新の情報を町議会に提供するとともに、互いに必要に応じ

協議を行うこと。 
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